
 梯顧問がグラミー賞を受賞
2013年 2 月 9 日ロサンゼルスにて、米音楽界最高

の栄誉で あるグラミー賞のうち、音楽産業への貢献

をたたえる各賞の 授賞式が開催され、ローランドの

創業者で当協会の顧問の 梯郁太郎氏が「テクニカル

賞」を受賞しました。これはシー ケンシャルサー

キット社の創業者のデイブ・スミス氏との連 名で受

賞したもので、MIDI の制定に尽力し、MIDI がその

後の音楽産業の発展に多大な功績があったと認めら

れたも のです。これは、MIDI を規格 ･ 管理する当

協会にとっても大変喜 ばしい出来事であり、現在取

り組んでいる MIDI 規格の国 際標準化や中国におけ

る MIDI 商標の問題にも大きく影響 する出来事と考

えています。去る 3 月 22 日に機会を頂き飛 河 MIDI 

規格委員長と共にお話を伺ってまいりましたので 紹

介をさせていただきます。

「受賞の感想をお聞かせください。」

アメリカという国は、記念行事は Quarter（4 分の

1）で 捉える国柄で、MIDI 制定 25 年の時にノミ

ネートの噂があっ たのは知っていたが、そのまま消

えてしまった。その後何も なかったので、30 年を

迎える今回受賞したことは驚きでも あり心から嬉し

いと感じている。

「応用分野が拡がった理由は ?」

音楽そのものは時間の中で消費されてしまうもの

であり、 アナログであるが、広く普及したのは、平

均律及び楽譜（記 譜法）の発明により音楽そのもの

を多くの人が共通認識でき るようになったためだ。

MIDI 誕生当時、レコードから CD へというようなデ

ジタル 化の流れの中で「音楽」のデジタル記述方式

は用意されて いなかった。デジタルの世界で

「MIDI」というフォーマット で音楽を残す、いいか

えると「音楽そのものをデジタルで記 述する」とい

うコンセプトが優れていたのだと思う。 それに加え、

この規格を無償でオープンにしたことによるビ ジネ

スチャンスの拡大が大きい。私の果たした役割は規

格の 無償オープン化だ。 月 9 日ロサンゼルスにて、

米音楽界最高の栄誉であるグラミー賞のうち、音楽産

当初は、規格の統一化についても数年間なかなか

進まな かった。しかし、日本のメーカーの MIDI を

採用した商品 がヒットすることにより一気に進むよ

うになった。 名 称も当 初 考えて いた の は UMI

（Universal Musical Interface） 日本語での拡がる

と言う語感（海）を意識した ものであったが、英語

での響きを考慮しデイブ･スミス氏 の提案により

Digital という言葉を含めて MIDI（Musical 

Instrument Digital Interface）と決定した。 規格が、

「音楽そのものの記述」で「無償且つオープン」 で

あることにより、電子楽器及び関連機器にとどまら

ず 音楽ビジネスに関わる人達の事業チャンスが拡大

するこ ととなった。その結果、「業務用通信カラオ

ケ」や携帯電 話における「着信メロディー」、「照

明での利用」といっ た MIDI の応用による事業が発

展した。

「楽譜」は、それ自体が単純化され、まとまって

いるのと 同様に「MIDI」は必要な要素以外はそぎ落

としてシンプル にしており、「楽譜」にとても近い

状態でデジタル伝送にす るものだ。

共通の規格を制定する際に、何が必要な要素なの

か、ど の段階でインターフェイスとして区切るか ?

ここが、悩ましく もあり、もっとも重要なポイント

だ。MIDI は、若干の改定 はあったものの「MIDI 規

格」そのものは変化していないこ とが重要であった。

オープンにしたからには、後戻りできな いわけで、

MIDI は MIDI として存続し、他の要素が入る のであ

ればそれは違う規格にすればいいことだ。

「MIDI が音楽に与えた影響は ?」

MIDI と言うフォーマットはコンピュータとの相性

がとても いい。それが、コンピュータの発展と共に

電子音楽の発展 に寄与した。 最初は、シンセサイ

ザーとシーケンサー、シンセサイザー 同士で繋いで

いたものがコンピュータとの相性の良さが電子 音楽

の進化･ 発展に貢献をした。冨田勲氏がシンセサイ

ザー 音楽を始めた頃はアナログでやっておられた。

これは接続 が非常に難しかったが、MIDI の登場に

より、この煩わし さから解放され発展性のあるシ

ステムが出来上がった。

MIDI と言うフォーマットがコンピュータへのドア

を開いたと いえる。

今はネットワークの時代に入っているが、USB 

や伝送系（イ ンターネットなど）を用い、MIDI の

コンセプトを崩さずに、 従来のコネクタの煩わし

さから解放したのはいい方向であり、 今後も音楽

制作にとりMIDI の重要な役割は変わらない。 MIDI 

を一言、日本語でいうと「縁の下の力持ち」とい

うこ とになる。表にでてきてワーワーと言うもの

ではない。目に は見えないが、いろいろなところ

で役にたっている。如何に、 応用を拡げていくか

ということだ。

「これからの MIDI の役割はどのように進化 ?」

繰り返しになるが、MIDI は、コンピュータにお

ける「音 楽の共通言語」だ。楽譜がその発明から

数世紀に亘り（今 現在も）その役割を果たしてい

るのと同様に、今後もその 役割は変わらない。た

だ、「縁の下の力持ち」であるので、 どれだけ多

くの人に、どのように使われていくかにかかって

くる。若い人達に望むことは、音楽を身につける

には、しっ かりと練習をしましょうということだ。

音楽をマスターすると いうことは言語を学ぶのと

似ているところがある。MIDI に ついて言えば、

MIDI は音楽ジャンルを選ばずに表現できる フォー

マットなので、ちゃんと音楽を目指す人にはその

理屈 を身につけて欲しい。理屈が分かっていない

と使えないので、 使えるような勉強が必要だ。そ

うした意味において ｢MIDI 検定 ｣ については更に

拡大を目指して欲しい。

「AMEI 会員に一言お願いいたします。」

既に RP/CA 化されている MIDI Visual Control によ

る 映像コントロールの使い方による新たな表現の

為の機器開発 であるとか、コンテンツの世界でい

えばゲーム等における音 楽 / 映像をリンクしたグラ

ミー賞のうち、音楽産業への貢献をたたえる各賞の 授

開発であるとか MIDI の応用分野での ビジネスチャ

ンスは拡がっていると思う。皆さんで知恵を絞 り新

たなビジネスが創出されることを期待する。 月 9 
日ロサンゼルスにて、米音楽界最高の栄誉で あるグラ


